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　私は6月中旬から8月上旬までの8週間、帯広市の病
院で臨床実習をさせていただきました。精神科の病院
であり、デイケアに参加させていただくのは初めての経
験で最初は戸惑いました。しかし、デイケアメンバーは
積極的に話しかけてくれる方も多く、カラオケやスポー
ツ、作業活動、レクなど時間と場所を共有することで自
然と打ち解けることができました。
　この実習では、人、人生、そして生活について考え、学
ぶ機会となりました。それぞれの疾患の障害特性も実
際にメンバーと接して学ぶことはできましたが、診断名
がついていても病気は一つとは限らず、人間のつくりと
いうのは複雑で、さらに病気も個人を形成する一つの
要素でしかないと気付かされました。病気が原因となる
ことももちろんありますが、性格や生活環境、個人の歴
史などが生きることを困難にしている場合があるので、
作業療法では、病気にスポットを当てるのではなく一人
一人の人物の全体像を評価し、サポートしていくことが
大切なのだと学びました。
　この実習では、集団の中で一人一人を評価、治療す
ることができた一方で、一日一人のメンバーについて記

録を書くことを経験し、個人の特徴と周囲との関係性を
注意して見ることができました。メンバーとの会話や
日々の活動を一緒に楽しむことができ、一人の仲間とし
て参加できたように思います。頼られることも世話をし
てもらうこともあり、メンバーやスタッフの方 と々も良い
関係を築き、毎日楽しんで実習できてよかったです。別
れは寂しく、辛いことでしたが、「頑張ってね」「ありがと
う」と声をかけていただき、ああ、長い人生の中で同じ時
間を過ごせて良かった、と思いました。メンバーに良い
影響を与えられたかどうかはわかりませんが、同じよう
に出会えて良かったと思ってもらえていたら嬉しいです。
今となっては皆さんの日々が少しでも楽しくなることを
願うことしかできませんが、この先も私が残してきた作
品を見たときや、ふとしたときに一緒に過ごしたことを
思い出して、元気や勇気を与えることがあればいいなと
思います。
　今回は、学生として病院で実習させていただく最後の
機会でもありました。学生でいられるのは残り半年と僅
かですが、これからは卒業研究、国家試験など忙しくな
ります。しかし、それらの過程、さらには就職し、社会に
出た後にも必ず実習で学んだことが活かされることと
思います。実習での多くの方 と々の出会いや貴重な経験
を糧に、将来に希望を見出してより一層精進していきた
いと思います。

　2013年7月5日（金）医学部臨床大講堂において、本
研究院主催の第1回国際シンポジウム（The First 
FHS International Conference: Evolving Health 
Sciences in Asia）を開催いたしました。昨年2012年
12月に部局間協定を締結したインドネシアのデポネゴ
ロ大学／Dr.カリアディ病院、同じく2012年12月に部
局間協定を締結した台湾の台北医学大学、さらに国内
より研究者を招待しました。　
　招待発表者はデポネゴロ大学／Dr. カリアディ病院
からDr. Malia Mexitalia（小児科学、栄養代謝疾患コ
ンサルタント）とDr. Rudy Handoyo（リハビリテーショ
ン部長）、台北医学大学からはProf. Hung-Yi, Chiou
（副学長・公衆衛生学部長）とProf. Chia-Chin Lin（看
護学部長）、そして筑波大学医学部から大橋順准教授
（人類遺伝学）の5名でした。栄養学、理学療法学、公衆
衛生学、看護学、人類遺伝学といった、保健科学
（Health Sciences）がカバーする広範な領域の研究
者が集まりました。
　伊達保健科学研究院長の開会の辞でシンポジウムは
幕を開けました。笠原医学研究科長から祝辞をいただ
いた後、保健科学研究院およびインドネシア、台湾の協
定校・大学病院の紹介を行いました（座長：山内）。小休
止の後、招待発表者と本研究院の若手教員が研究発表
を行いました。研究発表は3つのセッションからなり、第

1セッションはMedical Science／医科学（座長：山口
教授）で、インドネシア、デポネゴロ大学のDr. Mexitalia
と筑波大学の大橋准教授、本研究院の松尾講師が発表
しました。昼食休憩を挟み、第2セッションのNursing／
看護学（座長：安積准教授）では、台北医学大学のProf. 
Lin、本研究院の佐藤講師と野口准教授が発表しまし
た。最後の第3セッションはRehabil itation and 
Public Health／リハビリテーションと公衆衛生学（座
長：遠山教授）と題し、台北医学大学のProf. Chiou、デ
ポネゴロ大学のDr. Handoyo、そして本研究院の寒川
准教授が発表しました。
　いずれのセッションにおいても発表者、招待者、フロ
アの教員および学生の間で活発な議論が展開されまし
た。9名の研究発表を終えて、齋藤副研究院長の閉会の
辞でシンポジウムは幕を閉じました。記念撮影の後、海
外からの招待者は北大病院の視察ツアーに参加しまし
た。国際交流部門の担当教員の尽力と北大病院の担当
者の手厚いご協力のお陰で、病院ツアーは招待者に大
変好評でした。
　シンポジウムの興奮もさめやらぬ中、前保健科学研
究院長小林特任教授から身に余る言葉と乾杯の発声
をいただき、懇親会が始まりました。日本の伝統的横笛
「篠笛」の演奏、大学院生の英語によるスピーチ、記念品
贈呈、記念撮影と盛りだくさんでした。大学院生は、皆そ
れぞれ自己紹介とシンポジウムの感想を堂 と々英語で
スピーチして頼もしい限りでした。予報では雨が心配さ
れましたが幸い天気にも恵まれ、朝から晩まで大変充
実した一日となりました。
　末筆になりましたが、海外・国内の招待発表者、座長
および発表を引き受けていただいた保健科学研究院の
教員の方々、当日および準備にご尽力いただいた国際
交流専門部会員および事務の方々、ご挨拶をいただい
た笠原医学研究科長、保健科学研究院長、同副研究院
長、前研究院長そしてのべ190名以上を数えた、シンポ
ジウムに参加いただいた教員、大学院生、学部生のみな
さまに感謝申し上げます。
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